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研究の目的 

本論文は第一イザヤ(イザヤ書 1-39 章)における聖と義と知恵の関連について考察するも

のである。第一イザヤには「聖」(語根קדש)関連語が 30、「義」(語根צדק)関連語が 28、「知

恵」 (語根ידע、יעץ、בין、חכם、 יהו 関連語が(אוי、 107 登場する。これら術語が聖・義・知恵

各 1 つずつ 3 概念共に揃う章節は第一イザヤにはない。その為に第一イザヤにおける聖・

義・知恵は主要な概念としてそれぞれ独立して扱われることはあっても、3 概念の相互の連

関を問う研究は行われて来なかったのである。しかし、節においては事例がなくとも、同一

単元(断片)という括りで見るなら、聖と義と知恵のいずれか 2 ないし 3 概念が並立･鼎立す

るケースは散見されるのである。聖と義と知恵は、預言者イザヤにとってどのような意味を

持ち、互いに関係づけられていたのか。そして後代の付加部分が第一イザヤに加えられるに

あたって、これらの関係性はどのように受容･継承･再解釈されていったか。それらを検証す

ることが本論文の目的である。 

 

各章の内容 

本論文の構成としては、序を別にして 4 章構成となる。序の(1)は研究の目的と方法であ

る。序の(2)は本論のための事前準備として扱う術語、章節、分布、単元調査、各章で扱う単

元について説明している。本論 1 章において第一イザヤにおける聖･義･知恵の研究史をそ

れぞれ個別に概観し、今日的課題を抽出する。次に釈義的検討であるが、2 章においてはヴ

ィルトベルガーの区分に従い、預言者イザヤに帰し得る部分に関して各術語の当該節、単元
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における意義と機能を歴史的批評的に考察する。3 章においては後代の付加部分に関して同

様の釈義的考察を行う。最後に 4 章においては同一単元に聖･義･知恵全てを含む重要な章

句を真正(11:1-9)、後代(29:17-24)各 1 単元ずつ扱い、前二章の成果も踏まえつつ、第一イ

ザヤにおける聖･義･知恵の連関性について明らかにすることを試みた。 

 

結論 

 イザヤの預言に特徴的なことの中に、既存の伝承財から新しい意味づけを与えて再利用

するという傾向が見られる。(ツェデクの語、ツェデクの属性としての「自然への変容力」

「動物の平和の表象」のメシア預言への適用、神名「万軍の主」や「イスラエルの聖なる方」

等)。今回研究を通じて、それが召命時における聖体験と密接に関連していることを確認で

きた。ヤハウェの聖別はこの世の只中に神が介入して生起させる「分離」「隔絶」の瞬間で

ある。事物の本質を見極めその真髄を開示するというイザヤ預言の自由さの中には、神の聖

性との出会いが大きく影響していると考えられるのである。この現実の事物や事象に対し

てあるがままに色をつけずに観察、凝視、省察し、当たり前の理法、摂理を見出していくと

いう運動は、まさに知恵の本質でもある。その意味でイザヤの知恵への熟達ぶりは、やはり

召命の原体験とは切り離せないものと思われる。 

 イザヤがヘンダイアディスやそれに類する形で、「ミシュパート＆ツェダカー」「ホフマー

＆ビーナー」「エーツァー＆ゲブラー」「ダアト＆イルアト･アドナイ」「ツェデク＆ミーショ

ール」「ツェデク＆エムーナー」のように二つのものをつなぐ語法を大切にしたのも、聖の

持つ分離が、分断、孤立、遁走の自由を意味しないという原体験と、諸々の美徳が林立する

下で不正義が進行し無関心が蔓延するという社会矛盾の現実に直面する中で選び取られた

ものである。 

 イザヤにとってツェデク／ツェダカーは“関係性抜きに適／不適のみを評価する道具”で

は決してあり得なかった。この故にミシュパート、ネエマナー、エムーナー、ミショール等

と結びつけられて力を発揮できたのである。知恵についても同様で、イザヤにおいて知恵も

また関係性の中での人間実存の成長変化と共に捉えられた。同時代の知者達は既知の常識

や神理解に留まりつつイザヤの使信を封じ込めようとしたので、イザヤと彼らが正面衝突

に至ったのは必然であった。 

 真正預言 11 章 1-9 節では「聖→知恵→義→知恵→聖」型の連関が、後代の付加 29 章 17-

24 節では「知恵→聖→義→聖→知恵」型の連関が確認できた。後代においては知恵が文脈

の無時間化、聞き手の拡大に貢献した。特に義人ツァディークを中心軸とした聖・義・知恵

のキアスムス構造は信仰共同体への励ましとして有効に機能した。 
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